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ＪＡ香川県の事業や、イベントなどを紹介します！

予防のポイント

保健師
さんの

健康チェック

入稿予定

フレイルを防ごう 厚生連健康管理センターかがわ　保健師　渡邊 由美子さん

フレイルとは、加齢にともない「心身の活力が低下した
状態」のこと。身体的な要素や精神・心理的な要素、社会
的な要素が影響しあい、要介護状態まで衰弱してしまい
ます。フレイルのサインに注意し予防していきましょう。

気づくためのサイン

運動不足や栄養不足によって、筋肉や骨、関節、内臓の
機能が衰えることをいいます。

長い時間座りっぱなしにならないようにする
体重や歩数を定期的に記録し確認する
正しく歯みがきを行って口腔内を清潔に保つ
足腰を鍛える●身体的フレイル

この1年間に転んだ
６カ月間で２～３㎏以上の体重が減少した
以前に比べ歩く速度が遅くなった
半年前に比べて固いものが食べにくくなった

フレイルは、精神・心理的なもの、社会的なものも大きく
関わっており、認知機能の低下やうつ傾向などによって、
精神的に衰えることを「精神・心理的フレイル」、友人との
集まりに参加しなくなる、家に閉じこもりがちになる
など、社会とのつながりが希薄になることを「社会的
フレイル」といいます。

●「精神・心理的フレイル」・「社会的フレイル」とは？

ＪＡ香川県概況（令和６年10月末現在　単位：人・百万円）
組合員数／正組合員数 55,209　准組合員数 84,301　計139,510

貯金／1,929,177　貸出金／267,253　長期共済保有高／2,535,490　販売品取扱高／21,830　購買品取扱高／10,557

TOPNEWS

ＪＡ全中は１０月１８日、東京都内で第３０回ＪＡ全国大会を
開き、令和７年度から９年度の３年間におけるＪＡグループの
取り組み方針を決めました。同大会には全国のＪＡ役職員ら
約１，５００人が参加し、当県からは、ＪＡグループの役員ら20人
が参加しました。
同大会は、全国のＪＡグループが同じ方向に向かっていく
ための共通の意思の表明を行う「ＪＡ全国大会議案」を
採択するもの。テーマを「組合員・地域とともに食と農を支

える協同の力」と題し、食料・農業・農村基本法の改正や
2025年の国際協同組合年を踏まえ、「ＪＡグループの存在
意義」と「ＪＡグループのめざす姿（2030）」を整理したうえで、
その実現に向けた５つの取組戦略が採択されました。
今後、当県では同議案の方向性に地域ごとの課題や方針を踏
まえた県大会議案を決議するために、ＪＡ香川県中央会が第
１７回香川県ＪＡ大会を開催するとともに、ＪＡ・連合会・中
央会の中期経営計画などに反映します。

第３０回ＪＡ全国大会  協同活動と総合事業の好循環

理事会だより 監事会だより

議案

※議案は全て承認されました。

（１）
（２）
（３）

（４）

土庄支店新築工事について
年末賞与および年末年始休暇の決定に関する理事長一任について
利益相反取引について
・購買取引（農業機械）
利益相反取引について
・購買取引（リフォーム工事）

第４０回理事会 令和6年１０月２８日
協議事項

監査実施状況（期中監査）

（１）令和6年度　期中監査（ヒアリング）の実施について

・令和6年10月8日・9日（書類監査）　監査部門、リスク統括・コンプラ
イアンス部門、企画部門、総務部門、信用部門、共済部門

・令和6年10月10日・11日（書類監査）　営農部門、経済・自己改革部門、
事業開発課

第９期第２９回監事会 令和6年１０月４日

挨拶するＪＡ全中山野会長参加した香川県ＪＡグループの役職員ら
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